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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチパッド基板と、
　前記タッチパッド基板の表面を覆うタッチ操作部と、前記タッチ操作部の横辺部に沿っ
て形成されるボタン用開口と、を有するカバーと、
　前記ボタン用開口に配置される操作ボタンと、
　前記タッチパッド基板及び前記操作ボタンに対する前記カバーと反対側に配置され、該
タッチパッド基板及び該操作ボタンを支持するとともに、前記タッチパッド基板の厚み方
向から見て、前記タッチパッド基板側の端部が、該タッチパッド基板の縦辺方向の中央部
よりも前記操作ボタン側に配置されるベース部材と、
　を備える情報処理装置。
【請求項２】
　前記ベース部材に対するタッチパッド基板と反対側に配置されるプリント基板を備え、
　前記ベース部材は、前記プリント基板から離れた状態で、前記タッチパッド基板及び前
記操作ボタンを支持する、
　請求項１の記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記タッチ操作部の前記横辺部には、前記ベース部材側へ突出するリブ部が設けられる
、
　請求項１又は請求項２の記載の情報処理装置。
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【請求項４】
　前記カバーは、
　前記タッチパッド基板と対向する開口を有するカバー本体と、
　前記カバー本体と前記タッチパッド基板との間に配置され、前記ボタン用開口を残して
前記開口を塞ぐカバーフレームと、
　を有し、
　前記タッチ操作部は、前記開口から露出する前記カバーフレームの部位とされる、
　請求項１～請求項３の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記タッチパッド基板の厚み方向から見て、前記ベース部材の前記タッチパッド基板側
の前記端部は、前記タッチパッド基板の前記操作ボタン側の端部から前記中央部側へ該タ
ッチパッド基板の縦辺方向の全長の１／４の領域内に配置される、
　請求項１～請求項４の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　タッチパッド基板の表面を覆うタッチ操作部と、前記タッチ操作部の横辺部に沿って形
成されるとともに操作ボタンが配置されるボタン用開口と、を有するカバーに取り付けら
れるベース部材であって、
　前記タッチパッド基板及び前記操作ボタンに対する前記カバーと反対側に配置され、該
タッチパッド基板及び該操作ボタンを支持するとともに、前記タッチパッド基板の厚み方
向から見て、前記タッチパッド基板側の端部が、該タッチパッド基板の縦辺方向の中央部
よりも前記操作ボタン側に配置される、
　ベース部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願が開示する技術は、情報処理装置及びベース部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチパッド基板と、タッチパッド基板の表面を覆うタッチ操作部を有するカバーと、
タッチ操作部の横辺部に沿って形成される操作ボタンとを備えるノート型パーソナルコン
ピュータ等の情報処理装置がある（例えば特許文献１参照）。この種の情報処理装置では
、操作ボタンは、例えば、ベース部材を介してカバーに取り付けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－０８１６６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、カバーには、操作ボタンを露出させるボタン用開口が形成される。このボタン
用開口は、タッチ操作部の横辺部に沿って形成される。そのため、例えば、操作者によっ
てタッチ操作部が押された場合に、タッチ操作部におけるボタン用開口側の横辺部の撓み
量（沈み込み量）が大きくなる可能性がある。
【０００５】
　この対策として、例えば、操作ボタンを支持するベース部材によって、タッチパッド基
板の裏面を全面に亘って覆うことが考えられる。この場合、操作者によってタッチ操作部
が押された場合に、タッチ操作部がタッチパッド基板を介してベース部材に支持される。
これにより、タッチ操作部のボタン用開口側の横辺部の撓み量が低減される。
【０００６】
　しかしながら、上記対策では、タッチパッド基板の裏面に対する電子部品の実装領域が
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狭くなる可能性がある。
【０００７】
　本願が開示する技術は、一つの側面として、タッチパッド基板の裏面に対する電子部品
の実装領域を広くすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願が開示する技術では、情報処理装置は、タッチパッド基板と、カバーと、操作ボタ
ンと、ベース部材とを備える。カバーは、タッチパッド基板の表面を覆うタッチ操作部と
、タッチ操作部の横辺部に沿って形成されるボタン用開口とを有する。操作ボタンは、ボ
タン用開口に配置される。ベース部材は、タッチパッド基板及び操作ボタンに対するカバ
ーと反対側に配置され、タッチパッド基板及び操作ボタンを支持する。また、タッチパッ
ド基板の厚み方向から見て、ベース部材のタッチパッド基板側の端部が、タッチパッド基
板の縦辺方向の中央部よりも操作ボタン側に配置される。
【発明の効果】
【０００９】
　本願が開示する技術によれば、一つの側面として、タッチパッド基板の裏面に対する電
子部品の実装領域を広くすることを目的とする。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、一実施形態に係る情報処理装置を斜め上側から見た斜視図である。
【図２】図２は、図１に示される情報処理装置を斜め上側から見た分解斜視図である。
【図３】図３は、図２に示されるアッパカバー、タッチパッド基板、ボタン部材及びクリ
区基板を斜め下側から見た拡大斜視図である。
【図４】図４は、図３に示されるアッパカバー及びボタンユニットを斜め下側から見た分
解斜視図である。
【図５】図５は、図３に示されるボタンユニットを斜め上側から見た分解斜視図である。
【図６】図６は、図３に示されるタッチパッド基板及びクリックベースを下側から見た平
面図である。
【図７】図７は、図６の７－７線断面図である。
【図８】図８は、比較例に係るクリックベースを示す図７に対応する断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
（情報処理装置）
　図１に示されるように、本実施形態に係る情報処理装置１０は、例えば、ノート型パー
ソナルコンピュータとされる。この情報処理装置１０は、本体装置（固定側装置）１２と
、本体装置１２に回動可能に連結される表示装置（可動側装置）１４とを備える。表示装
置１４には、例えば、液晶表示器などの表示器１６が設けられる。この表示装置１４は、
本体装置１２側に閉じられた状態と、本体装置１２から開かれた状態とに変移される。
【００１２】
　なお、図１には、本体装置１２から表示装置１４が開かれた状態が示される。また、各
図に示される矢印Ｕ、矢印Ｆ及び矢印Ｗは、情報処理装置１０の高さ方向の上側、前後方
向の前側（奥行方向の手前側）及び横幅方向をそれぞれ示す。
【００１３】
　本体装置１２は、ケース２０を有する。ケース２０は、薄型の箱体であり、平面視にて
矩形状に形成される。このケース２０は、本体装置１２の厚さ方向（情報処理装置１０の
高さ方向）に分割されるアッパカバー２２及びロアカバー２４を有する。
【００１４】
　図２に示されるように、ケース２０内には、例えば、プリント基板（メインボード）２
６、光ディスクドライブユニット２８及びハードディスクドライブユニット３０が設けら
れる。また、ケース２０には、キーボード３２、タッチパッド基板３４及びボタンユニッ
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ト４０等が設けられる。
【００１５】
　キーボード３２は、平面視にて矩形状に形成されており、アッパカバー２２の前後方向
の中央部から後側に亘って配置される。このキーボード３２は、アッパカバー２２の上面
２２Ｕから露出する複数のキートップ３２Ａを有する。
【００１６】
　ここで、アッパカバー２２は、カバー本体２３と、カバー本体２３の裏面２３Ｌ側（ロ
アカバー２４側）に配置されるカバーフレーム２５とを有する。カバー本体２３は、金属
製とされるとともに、平面視にて矩形状に形成される。このカバー本体２３には、複数の
キートップ３２Ａを露出させる複数の開口が形成される。なお、カバー本体２３は、金属
製に限らず、樹脂製であっても良い。また、アッパカバー２２は、カバーの一例である。
【００１７】
　カバー本体２３におけるキーボード３２の前側（矢印Ｆ側）の部位は、パームレスト部
２３Ｐとされる。このパームレスト部２３Ｐには、タッチ操作部２９及びボタンユニット
４０用の開口１８が形成される。この開口１８は、平面視にて矩形状に形成される。
【００１８】
　カバーフレーム２５は、樹脂製とされる。また、カバーフレーム２５は、カバー本体２
３の外周部に沿った枠状に形成されており、カバー本体２３の裏面２３Ｌに接合される。
このカバーフレーム２５の内側には、キーボード３２が配置される。また、カバーフレー
ム２５は、カバー本体２３のパームレスト部２３Ｐに沿って配置されるパネル状部２７を
有する。パネル状部２７は、平面視にて、アッパカバー２２の横幅方向（矢印Ｗ方向）を
長手方向とした長方形状に形成されており、カバーフレーム２５の前側の枠部を形成する
。
【００１９】
　パネル状部２７の長手方向の中央部は、平板状のタッチ操作部２９とされる。タッチ操
作部２９は、当該タッチ操作部２９の厚み方向（矢印Ｕ方向）から見て、アッパカバー２
２の横幅方向を長手方向とした矩形状に形成される。このタッチ操作部２９は、図３に示
されるように、アッパカバー２２の前後方向両側の一対の横辺部２９Ｆ，２９Ｒと、アッ
パカバー２２の横幅方向両側の一対の縦辺部２９Ｓを有する。なお、本実施形態では、ア
ッパカバー２２の横幅方向（矢印Ｗ方向）がタッチ操作部２９の横辺方向と一致し、アッ
パカバー２２の前後方向（矢印Ｆ方向）がタッチ操作部２９の縦辺方向と一致する。
【００２０】
　また、パネル状部２７におけるタッチ操作部２９の前側には、切欠き２７Ａが形成され
る。切欠き２７Ａは、タッチ操作部２９の前側（矢印Ｆ側）の横辺部２９Ｆに沿って形成
される。この切欠き２７Ａには、後述する一対のクリックボタン７４が配置される。
【００２１】
　ここで、タッチ操作部２９は、カバー本体２３の開口１８の後側（矢印Ｆと反対側）を
塞ぐように配置される。つまり、タッチ操作部２９は、ボタン用開口１８Ａを残してカバ
ー本体２３の開口１８を塞ぐように配置される。これにより、開口１８の前側には、タッ
チ操作部２９の前側の横辺部１８Ｆに沿ったボタン用開口１８Ａが形成される。
【００２２】
　タッチ操作部２９の表面は、開口１８から露出され、操作者によってタッチ操作される
タッチ操作面２９Ａ（図２参照）とされる。また、タッチ操作部２９におけるボタン用開
口１８Ａ側の横辺部２９Ｆには、後述するクリックベース４２側へ突出するリブ部３１が
設けられる。このリブ部３１の突出方向の先端部３１Ａは、操作者によってタッチ操作部
２９が押された場合に、クリックベース４２のベース本体部４４に接触される。
【００２３】
　図３及び図４に示されるように、タッチ操作部２９の裏面２９Ｂ側には、タッチパッド
基板３４が配置される。タッチパッド基板３４には、例えば、操作者によるタッチ操作部
２９（タッチ操作面２９Ａ）のタッチ操作を検出する静電容量型のセンサが実装される。
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このタッチパッド基板３４は、例えば、前述したプリント基板２６と電気的に接続されて
おり、検出した操作者のタッチ操作情報をプリント基板２６へ出力する。
【００２４】
　具体的には、タッチパッド基板３４は、当該タッチパッド基板３４の厚み方向（矢印Ｕ
方向）から見て、アッパカバー２２の横幅方向を長手方向とした矩形状に形成される。こ
のタッチパッド基板３４におけるタッチ操作部２９側の表面３４Ａは、操作者によるタッ
チ操作部２９のタッチ操作を検出するセンサ面とされる。また、タッチパッド基板３４の
表面３４Ａ（図３参照）は、タッチ操作部２９の裏面２９Ｂに密着された状態で、タッチ
操作部２９の裏面２９Ｂに接合される。なお、本実施形態では、タッチパッド基板３４の
表面３４Ａは、両面テープ等の接着剤によってタッチ操作部２９に裏面２９Ｂに接着され
る。一方、タッチパッド基板３４におけるクリックベース４２側の裏面３４Ｂには、複数
の電子部品８２が実装される。
【００２５】
　なお、本実施形態では、タッチパッド基板３４のセンサ感度の低下を抑制するために、
樹脂製のタッチ操作部２９が用いられる。また、本実施形態では、タッチパッド基板３４
の横辺方向及び縦辺方向は、タッチ操作部２９の横辺方向（矢印Ｗ方向）及び縦辺方向（
矢印Ｕ方向）とそれぞれ一致する。
【００２６】
（ボタンユニット）
　ボタンユニット４０は、アッパカバー２２の前側の端部に沿って配置される。図５に示
されるように、ボタンユニット４０は、クリックベース４２と、スイッチユニット５４と
、ボタン部材７０とを有する。なお、クリックベース４２は、ベース部材の一例である。
【００２７】
（クリックベース）
　クリックベース４２は、スイッチユニット５４及びボタン部材７０が組み付けられた状
態で、ビス５０（図４参照）によってアッパカバー２２に固定される。つまり、スイッチ
ユニット５４及びボタン部材７０は、クリックベース４２を介してケース２０に固定され
る。
【００２８】
　図４に示されるように、クリックベース４２は、例えば金属製とされるとともに、タッ
チパッド基板３４の厚み方向（矢印Ｕ方向）から見て、アッパカバー２２の横幅方向（矢
印Ｗ方向）を長手方向とした長方形状に形成される。また、クリックベース４２は、タッ
チパッド基板３４の厚み方向から見て、タッチパッド基板３４とボタン用開口１８Ａとに
亘って配置される。
【００２９】
　図５に示されるように、クリックベース４２は、ベース本体部４４と、一対の前側固定
部４６Ａと、一対の後側固定部４６Ｂとを有する。ベース本体部４４は、平板状に形成さ
れる。ベース本体部４４の長手方向両側の端部には、一対の前側固定部４６Ａ及び一対の
後側固定部４６Ｂが設けられる。一対の前側固定部４６Ａ及び一対の後側固定部４６Ｂに
は、ビス５０が貫通される貫通孔４８がそれぞれ形成される。なお、一対の前側固定部４
６Ａは、第１固定部の一例であり、後側固定部４６Ｂは、一対の第２固定部の一例である
。
【００３０】
　図４に示されるように、アッパカバー２２には、一対の前側ボス部５２Ａ及び一対の後
側ボス部５２Ｂが設けられる。一対の前側ボス部５２Ａは、ボタン用開口１８Ａの長手方
向両側に配置される。また、一対の後側ボス部５２Ｂは、タッチパッド基板３４の長手方
向両側に配置される。この一対の前側ボス部５２Ａ及び一対の後側ボス部５２Ｂには、ビ
ス５０によって一対の前側固定部４６Ａ及び一対の後側固定部４６Ｂがそれぞれ固定され
る。なお、本実施形態の一対の前側固定部４６Ａは、一例として、ビス５０によってロア
カバー２４（図２参照）と共に一対の前側ボス部５２Ａに固定される。
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【００３１】
　図５に示されるように、ベース本体部４４におけるボタン部材７０側の表面には、スイ
ッチユニット５４が固定されるスイッチ固定領域４４Ｔ１と、ボタンベース７２が固定さ
れるボタン固定領域４４Ｔ２が設けられる。また、ベース本体部４４の短手方向（矢印Ｆ
方向）両側の端部、すなわちクリックベース４２の短手方向の両側の４２Ｆ，４２Ｒには
、クリックボタン７４側へ延出する壁部４５Ｆ，４５Ｒがそれぞれ形成される。
【００３２】
（スイッチユニット）
　スイッチユニット５４は、スイッチ基板５６と、一対のスイッチ５８とを有する。スイ
ッチ基板５６は、クリックベース４２の長手方向に延びる長方形状に形成される。このス
イッチ基板５６は、ベース本体部４４のスイッチ固定領域４４Ｔ１に沿って配置される。
また、スイッチ基板５６の長手方向の一端側には、ビス６８が貫通される固定孔６０が形
成される。さらに、スイッチ基板５６の長手方向の他端側には、突出部６２が設けられる
。
【００３３】
　スイッチ固定領域４４Ｔ１の長手方向の一端側には、ビス孔６４が形成される。また、
スイッチ固定領域４４Ｔ１の長手方向の他端側には、フック状の引掛け部６６が形成され
る。この引掛け部６６にスイッチ基板５６の突出部６２が引っ掛けられた状態で、スイッ
チ基板５６がクリックベース４２に重ねられる。この状態で、ビス６８が、スイッチ基板
５６の固定孔６０を通してビス孔６４に締め込まれる。これにより、スイッチ固定領域４
４Ｔ１にスイッチ基板５６が固定される。
【００３４】
　一対のスイッチ５８は、スイッチ基板５６におけるクリックベース４２と反対側（アッ
パカバー２２側）の実装面５６Ｕに実装される。この一対のスイッチ５８は、スイッチ基
板５６の長手方向に間隔を空けて配置されるとともに、後述する一対のクリックボタン７
４の押し部７８と対向して配置される。
【００３５】
　各スイッチ５８は、例えば、ドームスイッチ等のタクタイルスイッチとされる。具体的
には、各スイッチ５８は、例えば、反転ばね、固定接点及び可動接点を有する。反転ばね
は、操作者による押下操作に伴って反転することで操作者にクリック感覚を与える。この
反転ばねには、可動接点が設けられる。可動接点は、操作者による押下操作に伴って固定
接点に接触される。これにより、スイッチ５８がオン状態（通電状態）となる。また、可
動接点が固定接点から離れると、スイッチ５８がオフ状態（非通電状態）となる。この一
対のスイッチ５８は、スイッチ基板５６に接続された図示しないケーブルを介して、例え
ば、前述したプリント基板２６と電気的に接続される。
【００３６】
（ボタン部材）
　ボタン部材７０は、ボタンベース７２と、一対のクリックボタン７４と、複数の支持ア
ーム７９Ａ，７９Ｂとを有する。ボタンベース７２、一対のクリックボタン７４、及び複
数の支持アーム７９Ａ，７９Ｂは、例えば、弾性（ゴム性）を有する樹脂によって一体に
形成される。このボタンベース７２は、クリックベース４２の長手方向に延びる長方形状
に形成されており、クリックベース４２のボタン固定領域４４Ｔ２に固定される。
【００３７】
　具体的には、ボタンベース７２とボタン部材７０とは、互いに重ね合わされた状態で組
み付けられる。このボタンベース７２の長手方向両側の端部には、クリックベース４２側
へ延出する一対の第１爪状部材８０が設けられる。この一対の第１爪状部材８０は、クリ
ックベース４２の長手方向両側に形成された第１取付孔８６に挿入される。そして、一対
の第１爪状部材８０が第１取付孔８６の縁部に係止されることにより、ボタンベース７２
の長手方向両側の端部がクリックベース４２に固定される。
【００３８】
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　また、ボタンベース７２の長手方向の中央部における一対のクリックボタン７４と反対
側の端部には、クリックベース４２側へ延出する第２爪状部材１００が設けられる。この
第２爪状部材１００は、クリックベース４２の長手方向の中央部に形成された第２取付孔
１０６に挿入される。そして、第２爪状部材１００が第２取付孔１０６の縁部に係止され
ることにより、ボタンベース７２の長手方向の中央部がクリックベース４２に固定される
。
【００３９】
　なお、ボタンベース７２には、ボタン部材７０をクリックベース４２に対して位置決め
する一対の第１位置決め突起部８８と第２位置決め突起部１０８とが設けられる。これら
の一対の第１位置決め突起部８８及び第２位置決め突起部１０８が、クリックベース４２
に形成された一対の第１位置決め孔９０及び第２位置決め孔１１０にそれぞれ挿入される
ことにより、クリックベース４２に対してボタンベース７２が位置決められる。
【００４０】
　一対のクリックボタン７４は、クリックベース４２の長手方向に並んで配置されるとと
もに、クリックベース４２の長手方向に延びる長方形状に形成される。この一対のクリッ
クボタン７４は、スイッチユニット５４を間において、クリックベース４２のスイッチ固
定領域４４Ｔ１と対向される。また、一対のクリックボタン７４は、アッパカバー２２の
ボタン用開口１８Ａ（図４参照）内に配置され、アッパカバー２２の上面２２Ｕから露出
される。
【００４１】
　各クリックボタン７４の裏面（スイッチユニット５４側の面）における中央部には、ス
イッチ５８と対向する凹部７６が形成される。また、凹部７６の中央部には、スイッチ５
８の中央部と対向する押し部７８が形成される。この押し部７８は、凹部７６の底壁部か
ら突起状に突出される。
【００４２】
　各クリックボタン７４は、一対の支持アーム７９Ａ，７９Ｂを介してボタンベース７２
に接続される。一対の支持アーム７９Ａ，７９Ｂは、ボタンベース７２からクリックボタ
ン７４側へ延出し、クリックボタン７４の短手方向の他端側（後側）に接続される。この
一対の支持アーム７９Ａ，７９Ｂによって、各クリックボタン７４がボタンベース７２に
片持ち状態で支持される。なお、一対の支持アーム７９Ａ，７９Ｂは、弾性支持部の一例
である。
【００４３】
　また、一対の支持アーム７９Ａ，７９Ｂは、一対のクリックボタン７４とクリックベー
ス４２との対向方向（情報処理装置１０の高さ方向）に弾性変形される。この一対の支持
アーム７９Ａ，７９Ｂの弾性変形に伴って、各クリックボタン７４の押し部７８がスイッ
チ５８に対して接離される。この際、クリックボタン７４の押し部７８によって、スイッ
チ５８の中央部が押下され、スイッチ５８が一時的にオフ状態からオン状態に切り替えら
れる。
【００４４】
（タッチ操作部の沈み込み制限構造）
　次に、タッチ操作部２９の沈み込み制限構造の一例について説明する。図６に示される
ように、クリックベース４２は、タッチパッド基板３４の厚み方向（図４の矢印Ｕ方向）
から見て、当該タッチパッド基板３４と一対のクリックボタン７４とに亘って配置される
。このクリックベース４２のタッチパッド基板３４側の端部４２Ｒは、タッチパッド基板
３４の厚み方向から見て、タッチパッド基板３４の縦辺方向（矢印Ｆ方向）の中央部３４
Ｍよりも一対のクリックボタン７４側に配置される。
【００４５】
　具体的には、タッチパッド基板３４の厚み方向から見て、例えば、タッチパッド基板３
４の横辺方向に沿った中心線Ｃを境に当該タッチパッド基板３４を２つの領域Ｌ１，Ｌ２
に等分する。この場合、クリックベース４２のタッチパッド基板３４側の端部４２Ｒは、
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タッチパッド基板３４の厚み方向から見て、タッチパッド基板３４におけるクリックボタ
ン７４側の領域Ｌ２に配置される。
【００４６】
　より詳細には、タッチパッド基板３４の厚み方向から見て、例えば、タッチパッド基板
３４のクリックボタン７４側の端部３４Ｆから中央部３４Ｍ側へタッチパッド基板３４の
縦辺方向の全長Ｌ（＝Ｌ１＋Ｌ２）の１／４の領域をＬ３とする。この場合、クリックベ
ース４２の端部４２Ｒは、タッチパッド基板３４の厚み方向から見て、タッチパッド基板
３４の領域Ｌ３に配置される。
【００４７】
　これにより、図７に矢印Ｐで示されるように、操作者によってタッチ操作部２９が押さ
れた場合、タッチ操作部２９の前側の横辺部２９Ｆが、タッチパッド基板３４及びボタン
ベース７２を介してクリックベース４２に支持される。
【００４８】
　また、クリックベース４２に対するタッチパッド基板３４と反対側には、前述したプリ
ント基板２６が配置される。そして、クリックベース４２は、プリント基板２６から離れ
た状態で、アッパカバー２２に取り付けられており、この状態でボタン部材７０及びタッ
チ操作部２９を支持する。
【００４９】
　次に、本実施形態の作用及び効果について説明する。
【００５０】
　図３に示されるように、アッパカバー２２は、カバー本体２３及びカバーフレーム２５
を有する。カバーフレーム２５は、カバー本体２３の裏面２３Ｌ側に配置される。このカ
バーフレーム２５は、操作者によってタッチ操作される樹脂製のタッチ操作部２９を有す
る。タッチ操作部２９は、ボタン用開口１８Ａを残してカバー本体２３の開口１８を塞ぐ
ように配置される。つまり、ボタン用開口１８Ａは、タッチ操作部２９の前側の横辺部２
９Ｆに沿って形成される。
【００５１】
　ここで、図４に示されるように、タッチ操作部２９におけるボタン用開口１８Ａ側の横
辺部２９Ｆは、開口１８をアッパカバー２２の横幅方向（矢印Ｗ方向）に横切る。そのた
め、操作者によってタッチ操作部２９がクリックベース４２側へ押された場合（タッチ操
作された場合）に、二点鎖線で示されるように、タッチ操作部２９の横辺部２９Ｆの撓み
量（沈み込み量）がタッチ操作部２９の他の部位よりも大きくなり易い。
【００５２】
　この対策として、例えば、タッチ操作部２９用の操作部用開口とクリックボタン７４用
のボタン用開口とを別々にカバー本体２３に形成し、操作部用開口とボタン用開口との間
の仕切部によってタッチ操作部２９の横辺部２９Ｆを支持することが考えられる。
【００５３】
　しかしながら、カバー本体２３に２つの操作部用開口及びボタン用開口を形成すると、
アッパカバー２２のパームレスト部２３Ｐが前後方向に大きくなる可能性がある。また、
デザイン上の制約から、カバー本体２３に２つの操作部用開口及びボタン用開口１８Ａを
形成することが困難な場合がある。
【００５４】
　また、他の対策として、例えば、図８に示される比較例のように、クリックベース１２
０によってタッチパッド基板３４の裏面３４Ｂを全面に亘って覆うことが考えられる。こ
の場合、操作者によってタッチ操作部２９が押された場合に、タッチ操作部２９の裏面２
９Ｂの全面がタッチパッド基板３４を介してクリックベース１２０に支持される。したが
って、タッチ操作部２９の横辺部２９Ｆの撓み量（矢印Ｑ）が低減される。
【００５５】
　しかしながら、図８に示される比較例では、クリックベース１２０により、タッチパッ
ド基板３４の裏面３４Ｂが全面に亘って覆われるため、当該裏面３４Ｂに対する電子部品
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の実装領域が狭くなる。なお、クリックベース１２０には、複数の開口１２２が形成され
る。
【００５６】
　また、図８に示される比較例では、操作者によってタッチ操作部２９が押された場合に
、クリックベース１２０がプリント基板２６の表面２６Ａに支持される。したがって、タ
ッチ操作部２９の横辺部２９Ｆの撓み量（矢印Ｑ）がさらに低減される。
【００５７】
　しかしながら、図８に示される比較例では、プリント基板２６の表面２６Ａにクリック
ベース１２０が接触されるため、プリント基板２６の表面２６Ａに対する電子部品の実装
領域も狭くなる。
【００５８】
　これに対して本実施形態では、図６に示されるように、タッチパッド基板３４の厚み方
向から見て、クリックベース４２のタッチパッド基板３４側の端部４２Ｒが、タッチパッ
ド基板３４におけるクリックボタン７４側の領域Ｌ３に配置される。この領域Ｌ３は、タ
ッチパッド基板３４の前側の端部３４Ｆから中央部３４Ｍ側へタッチパッド基板３４の縦
辺方向の全長Ｌの１／４の領域とされる。
【００５９】
　これにより、例えば、図７に矢印Ｐで示されるように、操作者によってタッチ操作部２
９が押された場合に、タッチ操作部２９の横辺部２９Ｆがタッチパッド基板３４及びボタ
ンベース７２を介してクリックベース４２に支持される。したがって、タッチ操作部２９
の横辺部２９Ｆの撓み量（矢印Ｑ）が低減される。
【００６０】
　また、タッチパッド基板３４における領域Ｌ３以外の領域は、クリックベース４２によ
って覆われていない。したがって、この領域では、タッチパッド基板３４の裏面３４Ｂに
対して電子部品を実装することができる。
【００６１】
　このように本実施形態では、タッチ操作部２９の横辺部２９Ｆの撓み量（沈み込み量）
を低減しつつ、タッチパッド基板３４の裏面３４Ｂに対する電子部品の実装領域を広くす
ることができる。
【００６２】
　また、図７に示されるように、クリックベース４２は、プリント基板２６から離れた状
態でアッパカバー２２に取り付けられる。したがって、図８に示される比較例と比べ、プ
リント基板２６の表面２６Ａに対する電子部品の実装領域も広くすることができる。
【００６３】
　さらに、タッチ操作部２９の横辺部２９Ｆには、クリックベース４２側へ突出するリブ
部３１が設けられる。このリブ部３１によってタッチ操作部２９の横辺部２９Ｆの剛性（
曲げ剛性）が高められる。したがって、タッチ操作部２９の横辺部２９Ｆの撓み量（矢印
Ｑ）がさらに低減される。
【００６４】
　しかも、リブ部３１の突出方向の先端部３１Ａは、操作者によってタッチ操作部２９が
押された場合、クリックベース４２に接触される。これにより、タッチ操作部２９の横辺
部２９Ｆが、リブ部３１を介してクリックベース４２に支持される。したがって、タッチ
操作部２９の横辺部２９Ｆの撓み量（矢印Ｑ）がさらに低減される。
【００６５】
　また、クリックベース４２の一対の前側固定部４６Ａは、ボタン用開口１８Ａに対する
タッチ操作部２９の横辺方向の両側に配置された一対の前側ボス部５２Ａに固定される。
さらに、クリックベース４２の一対の後側固定部４６Ｂは、タッチ操作部２９に対する横
辺方向の両側に配置された一対の後側ボス部５２Ｂに固定される。
【００６６】
　このようにクリックベース４２の一対の後側固定部４６Ｂをタッチ操作部２９に対する
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横辺方向の両側でアッパカバー２２に固定することより、クリックベース４２によってタ
ッチ操作部２９の横辺部２９Ｆを効率的に支持することができる。したがって、タッチ操
作部２９の横辺部２９Ｆの撓み量がさらに低減される。
【００６７】
　また、本実施形態では、図８に示される比較例よりもクリックベース４２が小型化され
る。したがって、情報処理装置１０の小型化を図ることができる。さらに、タッチパッド
基板３４の裏面３４Ｂに対する電子部品８２の実装領域が広くなるため、例えば、タッチ
パッド基板３４の裏面３４Ｂに実装されるコネクタのレイアウトの自由度が向上する。こ
れにより、例えば、コネクタに対するケーブルの接続作業の作業効率を考慮して、タッチ
パッド基板３４の裏面３４Ｂ上にコネクタをレイアウトすることができる。したがって、
タッチパッド基板３４の組立性が向上する。さらに、タッチパッド基板３４の裏面３４Ｂ
に対するコネクタのレイアウトの自由度が向上するため、コネクタに接続されるケーブル
の長さを短くすることができる。したがって、ケーブルのコストを削減することができる
。
【００６８】
　次に、上記実施形態の変形例について説明する。
【００６９】
　上記実施形態では、タッチパッド基板３４の厚み方向から見て、クリックベース４２の
タッチパッド基板３４側の端部４２Ｒが、タッチパッド基板３４のクリックボタン７４側
の領域Ｌ３に配置されるが、上記実施形態はこれに限らない。クリックベース４２のタッ
チパッド基板３４側の端部４２Ｒは、タッチパッド基板３４の厚み方向から見て、タッチ
パッド基板３４の縦辺方向の中央部３４Ｍよりも一対のクリックボタン７４側に配置され
れば良い。この場合、例えば、上記実施形態よりもタッチパッド基板３４の裏面３４Ｂに
対する電子部品の実装領域が狭くなる一方で、クリックベース４２によるタッチパッド基
板３４の裏面３４Ｂの支持範囲（支持領域）を広くすることができる。したがって、タッ
チ操作部２９の横辺部２９Ｆの撓み量（矢印Ｑ）をより効果的に低減することができる。
【００７０】
　また、上記実施形態では、一例として、タッチ操作部２９の長手方向に沿った端部が横
辺部２９Ｆ，２９Ｒとされ、タッチ操作部２９の短手方向に沿った端部が縦辺部２９Ｓと
されるが、本実施形態はこれに限らない。例えば、タッチ操作部２９の短手方向に沿った
端部が横辺部とされ、タッチ操作部２９の長手方向に沿った端部が縦辺部とされても良い
。
【００７１】
　また、上記実施形態では、クリックベース４２がプリント基板２６から離れた状態で、
アッパカバー２２に取り付けられるが、クリックベース４２はプリント基板２６に接触さ
れた状態でアッパカバー２２に取り付けられても良い。つまり、クリックベース４２は、
プリント基板２６に支持されても良い。
【００７２】
　また、上記実施形態では、リブ部３１の先端部３１Ａが、クリックベース４２に接触さ
れるが、上記実施形態はこれに限らない。例えば、リブ部３１の先端部３１Ａとクリック
ベース４２との間に隙間を形成し、操作者によってタッチ操作部２９が押された場合に、
リブ部３１の先端部３１Ａをクリックベース４２に接触させても良い。また、リブ部３１
は、適宜省略されても良い。
【００７３】
　また、上記実施形態では、クリックベース４２が一対の前側固定部４６Ａ及び一対の後
側固定部４６Ｂにおいて、アッパカバー２２にビス５０で固定されるが、上記実施形態は
これに限らない。クリックベース４２は、例えば、接着又は溶着によってアッパカバー２
２に固定されても良い。また、アッパカバー２２に対するクリックベース４２の固定位置
は、適宜変更可能である。さらに、クリックベース４２は、アッパカバー２２ではなく、
ロアカバー２４に取り付けられても良い。
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【００７４】
　また、上記実施形態では、クリックベース４２が金属製とされるが、クリックベース４
２は、例えば、樹脂製とされても良い。また、スイッチ５８は、タクタイルスイッチに限
らず、他のスイッチとされても良い。さらに、操作ボタンは、クリックボタン７４に限ら
ず、他の操作ボタンとされても良い。
【００７５】
　さらに、上記実施形態では、ノート型パーソナルコンピュータである情報処理装置１０
にタッチ操作部２９及びタッチパッド基板３４が適用されるが、タッチ操作部２９及びタ
ッチパッド基板３４は、他の情報処理装置に適用されても良い。
【００７６】
　以上、本願が開示する技術の一実施形態について説明したが、本願が開示する技術は上
記の実施形態に限定されるものでない。また、上記実施形態及び各種の変形例を適宜組み
合わせて用いても良いし、本願が開示する技術の要旨を逸脱しない範囲において、種々な
る態様で実施し得ることは勿論である。
【００７７】
　なお、以上の実施形態に関し、さらに以下の付記を開示する。
【００７８】
（付記１）
　タッチパッド基板と、
　前記タッチパッド基板の表面を覆うタッチ操作部と、前記タッチ操作部の横辺部に沿っ
て形成されるボタン用開口と、を有するカバーと、
　前記ボタン用開口に配置される操作ボタンと、
　前記タッチパッド基板及び前記操作ボタンに対する前記カバーと反対側に配置され、該
タッチパッド基板及び該操作ボタンを支持するとともに、前記タッチパッド基板の厚み方
向から見て、前記タッチパッド基板側の端部が、該タッチパッド基板の縦辺方向の中央部
よりも前記操作ボタン側に配置されるベース部材と、
　を備える情報処理装置。
（付記２）
　前記ベース部材に対するタッチパッド基板と反対側に配置されるプリント基板を備え、
　前記ベース部材は、前記プリント基板から離れた状態で、前記タッチパッド基板及び前
記操作ボタンを支持する、
　付記１の記載の情報処理装置。
（付記３）
　前記タッチ操作部の前記横辺部には、前記ベース部材側へ突出するリブ部が設けられる
、
　付記１又は付記２の記載の情報処理装置。
（付記４）
　前記リブ部に突出方向の先端部は、前記ベース部材に接触される、
　付記３の記載の情報処理装置。
（付記５）
　前記カバーは、
　前記タッチパッド基板と対向する開口を有するカバー本体と、
　前記カバー本体と前記タッチパッド基板との間に配置され、前記ボタン用開口を残して
前記開口を塞ぐカバーフレームと、
　を有し、
　前記タッチ操作部は、前記開口から露出する前記カバーフレームの部位とされる、
　付記１～付記４の何れか１つに記載の情報処理装置。
（付記６）
　前記タッチ操作部の前記横辺部は、前記開口を横切る、
　付記５に記載の情報処理装置。
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（付記７）
　前記カバー本体は、金属製とされ、
　前記タッチ操作部は、樹脂製とされる、
　付記５又は付記６に記載の情報処理装置。
（付記８）
　前記タッチパッド基板の厚み方向から見て、前記ベース部材の前記タッチパッド基板側
の前記端部は、前記タッチパッド基板の前記操作ボタン側の端部から前記中央部側へ該タ
ッチパッド基板の縦辺方向の全長の１／４の領域内に配置される、
　付記１～付記７の何れか１つに記載の情報処理装置。
（付記９）
　前記ベース部材は、前記タッチパッド基板と前記操作ボタンとに亘って配置され、前記
カバーに取り付けられる、
　　付記１～付記８の何れか１つに記載の情報処理装置。
（付記１０）
　前記ベース部材は、
　前記ボタン用開口に対する前記タッチ操作部の横辺方向の両側で、前記カバーに固定さ
れる第１固定部と、
　前記タッチ操作部に対する該タッチ操作部の横辺方向の両側で、前記カバーに固定され
る第２固定部と、
　を有する、
　付記１～付記９の何れか１つに記載の情報処理装置。
（付記１１）
　前記タッチ操作部は、該タッチ操作部の厚み方向から見て、矩形状に形成される、
　付記１～付記１０の何れか１つに記載の情報処理装置。
（付記１２）
　前記タッチパッド基板の前記表面は、前記タッチ操作部に接着される、
　付記１～付記１１の何れか１つに記載の情報処理装置。
（付記１３）
　前記ボタン用開口には、一対の操作ボタンが前記タッチ操作部の横辺方向に並んで配置
される、
　付記１～付記１２の何れか１つに記載の情報処理装置。
（付記１４）
　前記操作ボタンは、クリックボタンとされる、
　付記１～付記１３の何れか１つに記載の情報処理装置。
（付記１５）
　タッチパッド基板の表面を覆うタッチ操作部と、前記タッチ操作部の横辺部に沿って形
成されるとともに操作ボタンが配置されるボタン用開口と、を有するカバーに取り付けら
れるベース部材であって、
　前記タッチパッド基板及び前記操作ボタンに対する前記カバーと反対側に配置され、該
タッチパッド基板及び該操作ボタンを支持するとともに、前記タッチパッド基板の厚み方
向から見て、前記タッチパッド基板側の端部が、該タッチパッド基板の縦辺方向の中央部
よりも前記操作ボタン側に配置される、
　ベース部材。
【符号の説明】
【００７９】
１０　　情報処理装置
１８Ａ　ボタン用開口
２２　　アッパカバー（カバーの一例）
２３　　カバー本体
２５　　カバーフレーム
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２６　　プリント基板
２９　　タッチ操作部
２９Ｆ　横辺部（タッチ操作部の横辺部の一例）
３１　　リブ部
３１Ａ　先端部（リブ部の突出方向の先端部の一例）
３４　　タッチパッド基板
３４Ａ　表面（タッチパッド基板の表面の一例）
３４Ｆ　端部（タッチパッド基板の操作ボタン側の端部の一例）
３４Ｍ　中央部（タッチパッド基板の縦辺方向の中央部の一例）
４２　　クリックベース（ベース部材の一例）
４２Ｒ　端部（ベース部材のタッチパッド基板側の端部の一例）
４６Ａ　前側固定部（第１固定部の一例）
４６Ｂ　後側固定部（第２固定部の一例）
７４　　クリックボタン（操作ボタンの一例）
Ｌ　　　全長（タッチパッド基板の縦辺方向の全長の一例）
Ｌ３　　領域（タッチパッド基板の操作ボタン側の端部から中央部側へタッチパッド基板
の縦辺方向の全長の１／４の領域の一例）
Ｆ　　　矢印（タッチパッド基板の縦辺方向の一例）
Ｕ　　　矢印（タッチパッド基板の厚み方向の一例）
Ｗ　　　矢印（タッチ操作部の横辺方向の一例）

【図１】 【図２】
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